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１ 【半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成19年12月18日に提出いたしました第４期中(自　平成19年４月１日　至　平成19年９月30日)半期報告書の記

載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　第２　事業の状況

　　２　生命保険事業の状況

　　(参考) 生命保険会社３社のソルベンシー・マージン比率

　　　　大同生命保険株式会社

 

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一部 【企業情報】
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第２ 【事業の状況】

２ 【生命保険事業の状況】

(参考) 生命保険会社３社のソルベンシー・マージン比率

大同生命保険株式会社

（訂正前）

項目
前中間会計期間末
(平成18年９月30日)
（百万円）

当中間会計期間末
(平成19年９月30日)
（百万円）

前事業年度末
(平成19年３月31日)
（百万円）

ソルベンシー・マージン総額 (Ａ) 1,027,260 1,097,643 1,135,048

 純資産の部合計  211,079 251,742 229,827

 価格変動準備金  55,022 65,159 61,585

 危険準備金  79,539 81,552 80,382

 一般貸倒引当金  168 251 183

 その他有価証券の評価差額×90％

　(マイナスの場合は100％)

 

 
463,950 428,752 510,954

 土地の含み損益×85％

　(マイナスの場合は100％)

 

 
△2,714 12,755 14,582

 解約返戻金相当額超過部分  127,719 131,060 127,608

 配当準備金中の未割当額  8,623 16,814 13,240

 将来利益  12,729 16,564 15,502

 税効果相当額  71,140 92,990 81,181

 負債性資本調達手段等  － － －

 控除項目  － － －

リスクの合計額
(Ｂ) 171,329 173,387 171,889

 保険リスク相当額　　　　　　　Ｒ1  33,984 29,481 33,692

 予定利率リスク相当額　　　　　Ｒ2  19,955 18,647 19,197

 資産運用リスク相当額　　　　　Ｒ3  143,211 146,581 144,508

 経営管理リスク相当額　　　　　Ｒ4  3,957 3,990 3,964

 最低保証リスク相当額　　　　　Ｒ7  718 826 804

 第三分野保険の保険リスク相当額Ｒ8  － 3,995 －

ソルベンシー・マージン比率  

1,199.1％ 1,266.1％ 1,320.6％ (Ａ)
×100 

 (1/2) × (Ｂ)

(注) １　上記は、保険業法施行規則第86条、第87条及び平成８年大蔵省告示第50号の規定に基づいて算出しております。

２　「純資産の部合計」は、次の金額を記載しております。

　　　　　　①前中間会計期間末及び当中間会計期間末は、中間貸借対照表の「純資産の部合計」から、その他有価証券評価差額金、不

動産圧縮積立金、繰延ヘッジ損益及び社外流出相当額を控除した額

　　　　　　②前事業年度末は、貸借対照表の「純資産の部合計」から、その他有価証券評価差額金、不動産圧縮積立金、繰延ヘッジ損

益及び社外流出額を控除した額

３　「土地の含み損益」については、原則として鑑定評価額、重要性の低い物件等については公示価格を用いて算出して

おります。

４　最低保証リスク相当額は、標準的方式を用いて算出しております。

５　当中間会計期間末については、「第三分野保険の保険リスク相当額　Ｒ8」を含めて算出しております（前中間会計期

間末、前事業年度末については、従来の基準による数値を記載しております）。

　　（以下略）

 

 

（訂正後）
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項目
前中間会計期間末
(平成18年９月30日)
（百万円）

当中間会計期間末
(平成19年９月30日)
（百万円）

前事業年度末
(平成19年３月31日)
（百万円）

ソルベンシー・マージン総額 (Ａ) 1,027,260 1,097,237 1,134,882

 純資産の部合計  211,079 251,742 229,827

 価格変動準備金  55,022 65,159 61,585

 危険準備金  79,539 81,552 80,382

 一般貸倒引当金  168 251 183

 その他有価証券の評価差額×90％

　(マイナスの場合は100％)

 

 
463,950 428,752 510,954

 土地の含み損益×85％

　(マイナスの場合は100％)

 

 
△2,714 12,755 14,582

 解約返戻金相当額超過部分  127,719 130,654 127,441

 配当準備金中の未割当額  8,623 16,814 13,240

 将来利益  12,729 16,564 15,502

 税効果相当額  71,140 92,990 81,181

 負債性資本調達手段等  － － －

 控除項目  － － －

リスクの合計額
(Ｂ) 171,329 173,387 171,889

 保険リスク相当額　　　　　　　Ｒ1  33,984 29,481 33,692

 予定利率リスク相当額　　　　　Ｒ2  19,955 18,647 19,197

 資産運用リスク相当額　　　　　Ｒ3  143,211 146,581 144,508

 経営管理リスク相当額　　　　　Ｒ4  3,957 3,990 3,964

 最低保証リスク相当額　　　　　Ｒ7  718 826 804

 第三分野保険の保険リスク相当額Ｒ8  － 3,995 －

ソルベンシー・マージン比率  

1,199.1％ 1,265.6％ 1,320.4％ (Ａ)
×100 

 (1/2) × (Ｂ)

(注) １　上記は、保険業法施行規則第86条、第87条及び平成８年大蔵省告示第50号の規定に基づいて算出しております。

２　「純資産の部合計」は、次の金額を記載しております。

　　　　　　①前中間会計期間末及び当中間会計期間末は、中間貸借対照表の「純資産の部合計」から、その他有価証券評価差額金、不

動産圧縮積立金、繰延ヘッジ損益及び社外流出相当額を控除した額

　　　　　　②前事業年度末は、貸借対照表の「純資産の部合計」から、その他有価証券評価差額金、不動産圧縮積立金、繰延ヘッジ損

益及び社外流出額を控除した額

３　「土地の含み損益」については、原則として鑑定評価額、重要性の低い物件等については公示価格を用いて算出して

おります。

４　最低保証リスク相当額は、標準的方式を用いて算出しております。

５　当中間会計期間末については、「第三分野保険の保険リスク相当額　Ｒ8」を含めて算出しております（前中間会計期

間末、前事業年度末については、従来の基準による数値を記載しております）。

　　（以下略）
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